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痕跡で楽しむ南葵文庫の旧蔵書 
― The Enoch Pratt Free Library of Baltimore City ―
工 藤 哲 朗

国立国会図書館の蔵書から

今
回
ご
紹
介
す
る
一
冊
は
、
米
国
の
実
業
家
イ
ー

ノ
ッ
ク
・
プ
ラ
ッ
ト
（
１
８
０
８
～
１
８
９
６
）
の

寄
付
に
よ
り
、
同
国
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ボ
ル
テ
ィ
モ

ア
市
に
１
８
８
６
年
に
開
館
し
た
イ
ー
ノ
ッ
ク
・
プ

ラ
ッ
ト
無
料
図
書
館
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
だ
。
本

書
は
プ
ラ
ッ
ト
が
市
と
交
わ
し
た
手
紙
や
関
連
文
書

な
ど
を
収
録
し
、
図
書
館
設
立
の
経
緯
や
、
設
立
者

プ
ラ
ッ
ト
の
信
念
を
伝
え
て
い
る
。

た
だ
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
内
容
よ
り

も
本
書
に
残
る
様
々
な
「
痕
跡
」
―
―
蔵
書
印
、
書

き
込
み
、
受
入
印
等
々
で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
れ
ら

を
手
掛
か
り
に
、
こ
の
本
の
来
歴
に
思
い
を
巡
ら
せ

て
み
た
い
。

ま
ず
本
を
開
い
て
目
に
つ
く
の
は
、
３
・
３
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
「
南な

ん

葵き

文
庫
」
の
蔵
書
印
だ
。

南
葵
文
庫
は
、紀
州
徳
川
家
の
徳
川
頼よ

り
み
ち倫（
１
８
７
２

～
１
９
２
５
）
が
私
財
を
投
じ
て
東
京
・
麻
布
の
自

邸
内
に
明
治
31
（
１
８
９
８
）
年
に
設
立
し
た
図
書

館
で
、
自
家
伝
来
の
貴
重
な
古
典
籍
や
、
勝
海
舟
、

小こ

中な
か

村む
ら

清き
よ
の
り矩
、
松
浦
武
四
郎
ら
の
旧
蔵
書
、
さ
ら
に

は
新
た
に
集
め
た
洋
書
な
ど
を
広
く
一
般
の
利
用
に

供
し
た
。
裏
表
紙
に
は
空
押
し
（
エ
ン
ボ
ス
加
工
）

で
同
じ
く
「
南
葵
文
庫
」
の
文
字
が
見
え
、
こ
の
本

は
南
葵
文
庫
が
か
つ
て
所
蔵
し
、
製
本
し
直
し
た
も

の
と
わ
か
る
。

蔵
書
印
の
右
上
に
は
「O

ctober 19th 1897

」

と
の
書
き
込
み
も
見
え
る
。
頼
倫
は
明
治
29

今 月 の 一 冊

The Enoch Pratt Free Library of Baltimore City: 
Letters and documents relating to its foundation 
and organization, with the dedicatory addresses 
and exercises, January 4, 1886.
Baltimore: Enoch Pratt Free Library, 1886 122 p. front. (port.) 2 pl. 24 cm.　
<027.4-E59e>

表紙

本書の蔵書印は南葵文庫で和装本
に 押 さ れ た の と 同 じ タ イ プ の も
の。外郭の葵の葉の模様の中には

「紀伊徳川」の文字も見える。

蔵書印右上の書き込み

口絵裏

裏表紙にある「南葵文庫」
の空押し（エンボス加工）
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2

（
１
８
９
６
）
年
か
ら
明
治
30
（
１
８
９
７
）
年
に

か
け
て
欧
米
を
外
遊
し
、
大
英
博
物
館
図
書
室
の
訪

問
や
、
そ
の
熱
心
な
利
用
者
で
当
時
在
英
の
南み

な
か
た方

熊く
ま
ぐ
す楠
と
の
交
流
な
ど
を
経
験
す
る
。
こ
の
外
遊
を
通

し
て
、
頼
倫
は
自
ら
の
手
に
よ
る
図
書
館
設
立
を
構

想
す
る
の
だ
が
、
頼
倫
一
行
は
こ
の
間
の
１
８
９
７

年
10
月
に
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
に
滞
在
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
随
行
し
た
鎌
田
栄
吉
に
よ
る
と
、
一
行
は
そ
こ

で
「
富
豪
某
」
か
ら
の
寄
付
を
受
け
た
「
書
籍
の
借

料
を
徴
」
さ
な
い
「
貸か

し
ほ
ん
し
ょ
か
ん

本
書
館
」
を
視
察
し
た
と
い

う（
１
）。
と
す
る
と
、
こ
の
本
は
頼
倫
が
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア

で
プ
ラ
ッ
ト
の
図
書
館
を
訪
れ
た
際
に
入
手
し
、
の

ち
に
南
葵
文
庫
の
蔵
書
に
加
え
た
も
の
で
は
な
い

か
。書
き
込
み
が
頼
倫
自
身
の
も
の
か
は
不
明
だ
が
、

後
年
の
講
演
の
内
容
か
ら
は
、
頼
倫
は
図
書
館
関
係

の
洋
書
の
内
容
を
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
た
様
子
も

あ
る
。
頼
倫
が
こ
の
本
を
読
ん
で
い
た
な
ら
、（
プ

ラ
ッ
ト
と
同
様
に
）
一
個
人
と
し
て
図
書
館
を
設
立

す
る
上
で
、
少
な
か
ら
ず
示
唆
を
受
け
た
に
違
い
な

い
。と

こ
ろ
で
、
気
に
な
る
の
は
こ
の
本
が
当
館
に
あ

る
理
由
だ
。
頼
倫
は
大
正
12
（
１
９
２
３
）
年
の
関

東
大
震
災
後
、
ま
だ
焼
け
跡
の
煙
も
消
え
な
い
う
ち

に
自
ら
東
京
帝
国
大
学
へ
出
向
き
、
大
き
な
被
害
を

受
け
た
同
大
附
属
図
書
館
へ
南
葵
文
庫
を
建
物
ご
と

寄
贈
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
。
翌
大
正
13
年
７
月
４

日
に
は
南
葵
文
庫
の
「
授
受
式
」
が
挙
行
さ
れ
、
文

（右）開館当時のイーノック・プラット無料図書館本館（挿
絵）。米国各地で図書館を寄付した実業家アンドリュー・カー
ネギーは「わが国では多くの無料図書館が設立されてきた
が、ボルティモアのプラット図書館ほど賢明さを持ったも
のはほかに一つも知らない」と同館を賞賛した。近年では、
2016 年に同館館長だったカーラ・ヘイデン氏が米国議会図
書館長に転じたことも話題になった。

（下）イーノック・プラットの肖像（口絵）。プラットは鉄道・
銀行等の事業で財を成し、篤志家としても知られた。本書収
録の手紙で、プラットは自らの図書館を「貧富や人種、肌の
色ににかかわりなく、すべての人々のためのもの」にしたい
と述べている。

2国立国会図書館月報 759/760号 2024.7/8



庫
の
蔵
書
約
10
万
冊
が
正
式
に
同
図
書
館
へ
と
移

管
、
南
葵
文
庫
は
そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。
こ

の
時
に
寄
贈
さ
れ
た
蔵
書
は
、
東
京
大
学
附
属
図
書

館
に
引
き
継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る（

２
）。
そ
の
南

葵
文
庫
の
旧
蔵
書
が
、
な
ぜ
当
館
に
現
存
す
る
の
だ

ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
標
題
紙
の
裏
に
あ
る
当
館
の
受
入
印
な

ど
を
手
掛
か
り
に
、
当
館
が
こ
の
本
を
受
け
入
れ
た

際
の
状
況
を
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
、
こ
の
本
は
昭

和
24
（
１
９
４
９
）
年
に
東
京
・
神
田
の
村
口
書
房

と
い
う
古
書
店
か
ら
購
入
さ
れ
た
１
６
０
冊
ほ
ど
の

洋
書
群
（
ほ
と
ん
ど
が
図
書
館
・
書
物
関
係
）
の
う

ち
の
一
冊
と
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
お
よ

そ
半
数
に
南
葵
文
庫
の
蔵
書
印
や
ラ
ベ
ル
が
確
認
で

き
た
。

こ
こ
か
ら
は
推
測
含
み
に
な
る
が
、
本
書
は
南
葵

文
庫
の
寄
贈
・
閉
鎖
後
も
徳
川
家
に
残
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
南
葵
文
庫
の
寄
贈

時
に
は
、
音
楽
関
係
の
資
料
が
そ
の
対
象
か
ら
除
か

れ
た
。
こ
れ
は
、
頼
倫
の
長
男
・
頼よ

り
さ
だ貞
（
１
８
９
２

～
１
９
５
４
）
が
経
営
す
る
音
楽
図
書
館
（
南
葵
音

楽
図
書
館
）
の
事
業
を
継
続
す
る
た
め
だ（

３
）。
そ
し
て

そ
の
音
楽
図
書
館
の
蔵
書
は
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で

一
部
が
古
書
店
に
出
回
っ
て
い
る
。
本
書
も
ま
た
、

頼
貞
の
音
楽
図
書
館
の
蔵
書
あ
る
い
は
参
考
資
料
と

し
て
徳
川
家
に
留
め
置
か
れ
た
の
ち
、
古
書
市
場
へ

と
流
れ
、
そ
れ
を
開
館
か
ら
間
も
な
い
当
館
が
購
入

大正 13（1924）年 7 月 4 日、南葵文庫の授受式での徳川頼倫（左）と古在由直
東大総長（右）。式では関係者が一堂に会する中、桐箱に入った文庫の鍵を頼倫
が古在総長に渡し、文庫の最後を華々しく飾った。

（写真出典：『読売新聞』1924 年 7月5日朝刊 2 面）

（右）南葵文庫の外観。南葵文庫は明治 31（1898）年に創設され、明治 41（1908）年に一般公開された。
公開後は講演会や展示会など、文化的活動を積極的に行い、草創期の日本図書館界を牽引する存在
となった。

（左）南葵文庫の庫主室での徳川頼倫。頼倫は外遊で図書館や文化財保護の重要性を認識し、のちに
は日本図書館協会総裁や史蹟名勝天然紀念物保存協会会長なども務めた。

（写真出典：『グラヒック』1巻25 号 有楽社 , 1909.12　https://dl.ndl.go.jp/pid/2661414/1/3）

南葵文庫の閲覧室。中央の扁額は徳川慶喜の筆によるもの。
（写真出典：『図書館雑誌』4 号 日本図書館協会 , 1908.10 

https://dl.ndl.go.jp/pid/11230031/1/3）

写真に残る南葵文庫
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4

し
た
の
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
、
開
館
当
初
の
当
館
は
東
京
・
港
区
の

赤
坂
離
宮
を
庁
舎
と
し
て
お
り
、
そ
の
土
地
に
は
も

と
も
と
紀
州
徳
川
家
の
屋
敷
が
建
っ
て
い
た
。
一
度

は
徳
川
家
を
離
れ
た
こ
の
本
が
、
結
局
は
ま
た
同
家

ゆ
か
り
の
地
に
納
ま
っ
た
こ
と
に
は
、
奇
縁
を
感
じ

ざ
る
を
え
な
い
。

以
上
、
本
に
残
さ
れ
た
様
々
な
痕
跡
を
手
掛
か
り

に
、
そ
の
来
し
方
に
つ
い
て
想
像
を
た
く
ま
し
く
し

て
み
た
が
、
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
的
を
射
た
も
の
に

な
っ
た
か
―
―
南
葵
文
庫
の
終
焉
か
ら
１
０
０
年
を

経
よ
う
と
い
う
今
、
そ
れ
は
も
は
や
こ
の
本
だ
け
が

知
る
こ
と
だ
ろ
う
。1　鎌田栄吉『欧米漫遊雑記』博文館 , 1899, p.413 

https://dl.ndl.go.jp/pid/760971/1/238 
該当の記載については林淑姫氏にご教示頂いた。

2　東京帝国大学附属図書館に寄贈された南葵文庫の蔵書は、現
在東京大学附属図書館に引き継がれ、同館の OPAC で検索する
ことが可能。

3　徳川頼貞と彼が運営した南葵音楽図書館、南葵楽堂（音楽ホー
ル）については次の記事も参照。 
工藤哲朗「お殿様のパイプオルガン　南葵文庫附属御大礼奉祝
紀念館大風琴（今月の一冊 国立国会図書館の蔵書から）」本誌
718 号, 2021.2 
https://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_11624294_po_
geppo2102.pdf?contentNo=1#page=3

当館受入印。日付は昭和 24（1949）年 10 月 15 日。

（右）標題紙（左）標題紙裏

当館庁舎として使用されていた赤坂離宮
（写真出典：『大東京写真帖』至誠書院, 1952 

https://dl.ndl.go.jp/pid/3025446/1/39）
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まだまだある こんな痕跡
本文で述べたとおり、今回ご紹介の一冊以外にも、当館には南葵文庫旧蔵の洋書が所蔵されている。ここではそ

れらに残る痕跡もご紹介したい。

まずは南葵文庫の洋装本用の蔵書印。今回取り上げた一冊を除き、当館に残る南葵文庫旧蔵の洋書に確認できた
蔵書印は、すべてこちらのタイプのもの。今回の一冊にこの印が押されなかったのは、南葵文庫に入った時期が早く、
まだ和装本用の印しか作られていなかったからかもしれない。

蔵書印のほか、請求記号を示すラベルが背や表紙に残る本も何冊かあり、この四隅にも「南葵文庫」の文字が見える。
「GI」は南葵文庫で用いられた分類記号で、図書館業務に関する本であることを示す。こうした図書館や書物をテー

マとした洋書から得られる情報は、南葵文庫の活発な活動を支える要素の一つにもなったのではないだろうか。

ラベルを貼るのは図書館ばかりではない。それぞれの本を取り扱ったと思しい書店のラベルも、いくつかの本に
残っている。これらのラベルは「書店票」などとも呼ばれ、大きさは概ね 1 × 2.5cm 程度。筆者が確認した範囲では、
表紙の裏の左上や、裏表紙の裏の左下などに貼られていることが多い。南葵文庫は組織として現存しないこともあり、
蔵書の収集経路も必ずしも明らかではないが、こうした書店のラベルはそれを解き明かす手掛かりになるだろう。

（左）南葵文庫の洋装本用蔵書印（The art of bookbinding, 
a practical treatise. 7th ed., 1911　<686-Z17a>）

（右）南葵文庫のラベル（Rules for a dictionary catalog. 4th 
ed., rewritten, 1904　<025.3-C991r>）

南葵文庫旧蔵の洋書に残る書店のラベル。左から順に「CHARLES HUTT」ラベル（A history of booksellers, the old and the new, [1873]　
<655.5-C982h>）、「The Times Book Club」ラベル（The art of bookbinding, a practical treatise. 7th ed., 1911　<686-Z17a>）、「BRENTANO'S」
ラベル（The public library movement in the United States 1853-1893, 1913　<027.4-G798p>）、「MARUZEN Co. Ltd.」ラベル（Examples of 
modern bookbinding, 1919　<686-R625e>）。The Times Book Club については、カタログ（A catalogue of the library of The Times Book 
Club, 1921）が南葵文庫旧蔵書の一冊として東京大学附属図書館に所蔵されている。
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review, Vol. 149, No. 397 (Dec. 1889)
德川賴倫「紀念圖書館開館を祝す」『慶應義塾學報』179 号 慶應義塾學
報發行所 , 1912.6　https://dl.ndl.go.jp/pid/1744670/1/14
Catalogue of the Nanki Bunko. 南葵文庫 , 1914　https://dl.ndl.go.jp/
pid/1678285

「南葵文庫授受式」『斯文』第 6 編 3・4 号 斯文会 , 1924.8　https://dl.ndl.
go.jp/pid/6072148/1/42
姉崎正治『年の始の御祝を申上げむため我が大學圖書館復興について所
感を述べ復興状態の寫眞を御覽に供す』東京帝國大學圖書館假事務室 , 
1928　（東京大学文学部宗教学宗教史学研究室所蔵、姉崎正治関係資料
目録番号：文 223）

『東京帝国大学五十年史』下冊 東京帝国大学, 1932　https://dl.ndl.go.jp/
pid/1453613

「南葵音楽文庫近く公開」『日本古書通信』32 巻3号（通号 452 号）日本
古書通信社 , 1967.3　<Z21-160>

平野喜久代編『蔵書印集成』平野喜久代 , 1974　<W991-33>
稲村徹元「南葵文庫（国立国会図書館所蔵本　蔵書印（その131））」本誌
297号, 1985.12　<Z21-146>
佐藤賢一「東京大学総合図書館所蔵「南葵文庫」について　その来歴と
今後の展望に向けて」『大学図書館研究』74 巻 学術文献普及会 , 2005.8　
<Z21-397>
鈴木宏宗「The care of books　建物・設備・備品（今月の一冊 国立国会 
図書館の蔵書から）」本誌 633号, 2013.12
http://dl.ndl.go.jp/view/download/digidepo_8386132_po_geppo1312.
pdf?contentNo=1#page=4
林淑姫「南葵音楽文庫小史　「南葵音楽図書館」の遺産とその継承」『現
代の図書館』60 巻1号（通号241号） 日本図書館協会 , 2022.3　<Z21-8>

「南葵文庫」東京大学附属図書館ウェブサイト　https://www.lib.u-tokyo.
ac.jp/ja/library/general/collectionall/nanki

「書店票にみる東京の古書店」東京都古書籍商業協同組合ウェブサイト　
https://www.kosho.ne.jp/?p=407

※ウェブサイトの最終アクセス日：令和６（2024）年５月１０日
※原則、引用の旧字は新字に改めた。
※< > 内は当館請求記号
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『
大
学
章
句
抄
』
は
い
わ
ゆ
る
「
抄

物（
１
）」 

の
一
つ
で
、
南
宋
・
朱し
ゅ

熹き

（
建
炎
４

（
１
１
３
０
）
～
慶
元
６
（
１
２
０
０
））

の
『
大
学
章
句
』
に
対
す
る
、
清
原

宣の
ぶ
か
た賢
（
文
明
７
（
１
４
７
５
）
～
天
文
19

（
１
５
５
０
））
を
中
心
と
す
る
清
原
家
に

よ
る
解
説
書
で
す
。
中
世
に
お
い
て
は
清

原
家
の
秘
説
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
江
戸
時
代
初
期
に
古
活
字
版
と
し
て

出
版
さ
れ
、
寛
永
年
間
（
１
６
２
４
～

１
６
４
４
）
に
刊
行
さ
れ
た
整
版
が
広
く

流
布
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
書
は
元
和
・
寛
永
年
間
（
１
６
１
５

～
１
６
４
４
）
の
出
版
と
推
定
さ
れ
る
古

活
字
版
で
す
。
古
活
字
版『
大
学
章
句
抄
』

は
５
種
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
伝
本
が
少
な
く
、
当
館
本

と
同
じ
版
は
、
こ
れ
ま
で
小お

汀ば
ま

文
庫
本
の

大
だいがく

學章
しょう

句
く

抄
しょう

< 請求記号　WA7-303>

[ 清原宣賢 ] [ 撰 ]　[ 元和・寛永年間 ]
1 冊　大きさ28.7 × 19.6cm

古活字版　書名は巻末による
序題: 大學章句　版心書名: 大学抄　四周単辺(23.8×15.3cm)　無界　
毎半葉11行　字数不等25字内外　上下花魚尾　黒口　版心「大学抄　
(丁数)」　漢字片仮名交じり　袋綴じ　四つ目綴じ　黄金色枝梅模様表紙
(後補)　『論語抄』(請求記号: WA7-304)と装丁共通、同一の木箱に納め
る(木箱の蓋に「古注大學論語之抄　十冊」の墨書、側面に「古註大學
論語抄」の貼紙あり)　印記: 信元

    巻頭    巻頭

国
立
国
会
図
書
館
は
、
蔵
書
の
う
ち
、
資
料
的
価
値
が
高

い
も
の
な
ど
を
「
貴
重
書
」「
準
貴
重
書
」
に
指
定
し
て

い
ま
す
。
令
和
６
年
２
月
21
日
、
和
漢
書
４
点
を
貴
重
書

に
、
和
書
３
点
を
準
貴
重
書
に
指
定
し
、
累
計
で
貴
重
書

は
１
３
２
９
点
、準
貴
重
書
は
８
０
５
点
と
な
り
ま
し
た
。　

（
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
）

第
59
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告

新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介
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1　     室町時代から江戸時代初期にかけて、五山（幕府や朝廷によって認定された、禅宗で最高
寺 格の寺院）の僧侶や儒者等が漢籍・仏典・国書に注釈を付したもの、またその講義
を記録したもの。

2　 小汀文庫は、ジャーナリスト・評論家として知られる小汀利得（おばまとしえ、1889 ～
1972）の蔵書。なお同文庫の多くは、利得の死後入札に付され散逸した。小汀文庫本『大
学章句抄』も現在所在不明である。

3　『中庸私抄章句』　龍谷大学図書館貴重資料画像データベース「龍谷藏」
 https://da.library.ryukoku.ac.jp/page/130244
4　川瀬一馬『古活字版之研究』増補版, 中巻, 日本古書籍商協会, 1967, p.8074　川瀬一馬『古活字版之研究』増補版, 中巻, 日本古書籍商協会, 1967, p.807

https://dl.ndl.go.jp/pid/2972407/1/75https://dl.ndl.go.jp/pid/2972407/1/75

表紙表紙

１
冊（
２
）
し
か
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

５
種
の
古
活
字
版
の
テ
キ
ス
ト
に
は
細
か

な
違
い
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
相
互
の
関

係
性
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

の
研
究
が
待
た
れ
ま
す
。

　

な
お
、
当
館
本
と
、
龍
谷
大
学
図
書
館

所
蔵
『
中
庸
章
句
抄（

３
）』
巻
上
に
は
、
同
じ

特
徴
を
持
つ
欠
損
字
が
見
ら
れ
ま
す
。
古

活
字
版
の
『
大
学
章
句
抄
』
の
ほ
と
ん
ど

は
『
中
庸
章
句
抄
』
と
共
時
に
刊
行
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
て
お
り（

４
）、
そ
の
推
定
を
傍

証
す
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

15 丁表 2 行目1 丁裏 11 行目

『大学章句抄』の欠損字の例『大学章句抄』の欠損字の例

14 丁裏 10 行目 35 丁表 8 行目

程程

處

古活字版と整版

（参考）活字の例　
駿河版銅活字　一の箱　
慶長11（1606）～元和2（1616）年制作
TOPPANホールディングス株式会社所蔵

　古活字版とは活字（一文字または数文字単位の字型）を組んで印刷されたものの
うち、特に安土桃山時代の文禄年間（1592～1596）から江戸時代の慶安年間（1648
～1652）にかけて出版されたものをいいます。一方、整版とは版木（文字や絵を
彫った板）を用いて印刷されたものです。
　奈良時代以来、日本の出版の主流は整版でしたが、上述のように安土桃山時代か
ら江戸時代初頭のおよそ50年の間には古活字版が盛んに出版されました。古活字
版が出版された期間は長くはありませんが、『日本書紀』『源氏物語』『太平記』等の
日本の主要な古典作品の多くが初めて出版されるなど、江戸時代に多様な出版文
化が花開く契機となりました。しかし、書物の需要が増大し商業出版が盛んになる
と、増刷のたびに活字を組み直す必要がある古活字版に替わって、出版の主流は再
び、整版へと移っていきました。

※リサーチ・ナビ「国立国会図書館所蔵 古活字版目録」のページでも、
古活字版について知ることができます。
https://ndlsearch.ndl.go.jp/rnavi/oldmaterials/Kokatsuji_ban
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『
論
語
抄
』
は
、
三
国
時
代
・
魏
の
何か

晏あ
ん

（
生
年
不
詳
～
正
始
10
（
２
４
９
））

が
『
論
語
』
の
注
釈
を
ま
と
め
た
『
論
語

集し
っ
か
い解
』
に
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
の
日
本

語
で
註
を
ほ
ど
こ
し
た
「
抄し

ょ
う
も
の物」
の
一
種

で
す
。著
者
名
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

語
法
等
か
ら
清
原
家
の
系
統
に
よ
る
注
釈

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
書
は
江
戸
時
代
の
初
期
に
刊
行
さ
れ

た
古
活
字
版
で
す
。『
論
語
抄
』
の
古
活

字
版
に
は
２
種
が
知
ら
れ
て
お
り
、
文
字

の
配
置
等
は
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
本
文

の
周
囲
を
囲
む
枠
線
が
単
線
（
単
辺
）
か

二
重
線
（
双
辺
）
か
で
見
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
本
書
は
こ
の
う
ち
の
単
辺
本
（
５
）

と
認
め
ら
れ
ま
す
。
当
館
本
は
６
～
７
頁

で
紹
介
し
た
『
大
学
章
句
抄
』
と
同
じ
木

箱
に
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
た
だ

し
、両
書
は
版
式
等
が
異
な
る
た
め
、別
々

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

儒
家
の
基
本
経け

い
て
ん典
で
あ
る
四
書
（
大
学
、

中
庸
、
論
語
、
孟
子
）
の
抄
物
か
ら
２
点

を
選
ん
で
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
し
ょ

う
。
両
書
で
揃
い
の
装
丁
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、『
大
学
章
句
抄
』
１
冊
と
合
わ

せ
た
全
10
冊
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
の
題だ

い
せ
ん簽

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。『
論
語
抄
』
第
８

冊
の
題
簽
１
枚
の
み
が
剥
離
し
た
状
態
な

が
ら
残
っ
て
お
り
、
か
つ
て
の
姿
を
伝
え

て
い
ま
す
。

論
ろん

語
ご

抄
しょう

< 請求記号　WA7-304>

[ 元和・寛永年間 ]
9 冊　大きさ28.6 × 19.6cm

古活字版　書名は序による　最終巻巻末及び書き題簽の書名 : 論語之抄　版心
書名 : 論語抄　四周単辺 (23.1 × 16.1cm)　無界　毎半葉 18 行　毎行 18 ～ 21 字
不等 ( 経文 2 行相当　毎半葉 9 行　毎行 18 字 )　上下の魚尾は黒口と連続し三角
形又は花弁を彫り込む　版心「論語抄一 ( ～廿 )　( 丁数 )」　漢字片仮名交じり　
袋綴じ　四つ目綴じ　黄金色枝梅模様表紙 ( 後補 )　内曇地の書き題簽 ( 第 8 冊の
み、剥離した状態で残存 )　衛靈公第十五第 11 丁を欠く　訓点、振り仮名の墨
書書入れあり

第1冊学而第一巻頭。 『論語集解』の編者・何晏の名のみが記され、和文註の第1冊学而第一巻頭。 『論語集解』の編者・何晏の名のみが記され、和文註の
作者は不明である。作者は不明である。
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5 毎半葉あたりの行数と合わせて「単辺 18 行本」と呼称される。当館以外では、静嘉堂文庫、石川武美記念図書館成簣堂文庫、
日光輪王寺天海蔵の所蔵が知られている。

第２冊里仁第四10丁表。転倒活字（第17行の「註」字）がある。第２冊里仁第四10丁表。転倒活字（第17行の「註」字）がある。

第8冊表紙。剥離した題簽とも。第8冊表紙。剥離した題簽とも。当館本及び6～7頁で紹介した『大学章句抄』（当館本）を当館本及び6～7頁で紹介した『大学章句抄』（当館本）を
収めていた箱。収めていた箱。
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『
脩
華
厳
奥
旨
妄
尽
還
源
観
』
は
、
華

厳
宗
の
第
三
祖
と
さ
れ
る
唐
の
法
蔵
（
貞

観
17
（
６
４
３
）
～
先
天
元
（
７
１
２
））

に
よ
る
、
華
厳
宗
の
観
法（

６
）を
説
い
た
著
作

で
す
。唐
の
実じ

っ
し
ゃ叉
難な
ん
だ陀（
永
徽
３（
６
５
２
）

～
景
雲
元
（
７
１
０
））
が
漢
訳
し
た

八
十
巻
華
厳
経
（
証
聖
元
（
６
９
５
）
～

聖
暦
２
（
６
９
９
）
年
訳
出
）
の
経
文
が

多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

法
蔵
の
晩
年
の
著
作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
書
は
寛
永
８
（
１
６
３
１
）
年
に
、

槇ま
き
の
お
さ
ん

尾
山
平
等
心し
ん

王の
う

院（
７
）に
お
い
て
出
版
さ
れ

た
古
活
字
版
で
す
。
平
等
心
王
院
で
は
計

４
点（

８
）の
古
活
字
版
の
出
版
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
当
館
で
所
蔵
し
て
い

る
の
は
こ
の『
脩
華
厳
奥
旨
妄
尽
還
源
観
』

の
み
で
す
。
い
ず
れ
も
現
存
す
る
伝
本
は

少
な
い
も
の
の
、
平
等
心
王
院
で
４
点
の

古
活
字
版
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
か
ら
は
、

当
時
洛
中
の
寺
院
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
古

活
字
版
出
版
の
影
響
が
洛
外
に
ま
で
及
ん

で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

本
書
で
は
、
本
紙
19
丁
の
中
で
、
特
徴

の
あ
る
字
が
繰
り
返
し
登
場
す
る
と
い
う

古
活
字
版
の
特
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
当
館
本
は
印
面
へ
の
書
入
れ
等

も
見
ら
れ
ず
、
平
等
心
王
院
で
ど
の
よ
う

な
活
字
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か
を
、
そ
の

ま
ま
今
に
伝
え
る
資
料
で
す
。

巻頭。「平等心王院」の朱印は一部の伝本にのみ見られ、同所での刊行時巻頭。「平等心王院」の朱印は一部の伝本にのみ見られ、同所での刊行時
に一律で捺されたものではない。当館本は刊行後にすぐには他所に渡らに一律で捺されたものではない。当館本は刊行後にすぐには他所に渡ら
ず、一定の期間は平等心王院で保管されていたことがうかがえる。ず、一定の期間は平等心王院で保管されていたことがうかがえる。

脩
しゅう

華
け

嚴
ごん

奥
おう

旨
し

妄
もう

盡
じん

還
げん

源
げん

觀
かん

 1 卷
< 請求記号　WA7-305>

( 唐 ) 釋法藏 述　( 宋 ) 釋淨源 重校　槇尾平等心王院　寛永 8 [1631]
1 册　大きさ27.8 × 20.3cm

古活字版　表紙打付書書名 : 還 [ 源 ] 観　無辺無界　毎半葉 10 行　毎
行 17 字内外　字高 21.2cm　版心に丁数を記す　綫装　四針眼訂法　
茶色表紙　表紙左肩に打付書書名、右肩に「盈二」の朱書き、左下に「劔」
[ ほか ]、右下に「平等心王院」の墨書きあり　印記 : 平等心王院

御土居が築かれていた位置　　　　御土居が築かれていた位置　　　　
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6　一心不乱に仏法の真理を心の中で思い極めようとする修行。
7　 京都市右京区にある真言宗大覚寺派の寺で、寺号は西明寺。高雄山神護寺、栂尾山高山寺とともに三尾の古刹として知られる。
8　本書のほか、『般若波羅蜜多心経疏』、『菩薩戒本序』、『律鈔宗要略為十門』。

3丁裏8行目

4丁表5行目

4丁表6行目

7丁裏10行目

11丁表4行目

11丁表5行目

槇尾山平等心王院と洛中との位置関係を示した図。洛中とは、16世紀末に豊臣秀吉が京都の都市改造の一環と槇尾山平等心王院と洛中との位置関係を示した図。洛中とは、16世紀末に豊臣秀吉が京都の都市改造の一環と
して築いた御土居によって囲まれた区域を指す。して築いた御土居によって囲まれた区域を指す。
一般社団法人京学ラボ発行「御土居跡マップ」（https://kyo-gaku.net/original-contents/）一般社団法人京学ラボ発行「御土居跡マップ」（https://kyo-gaku.net/original-contents/）

欠損字の例欠損字の例

華華

相相

用用

表紙表紙

★　　　　　　　　★　　　　　　　　

御土居が築かれていた位置　　　　御土居が築かれていた位置　　　　

槇尾山平等心王院（西明寺）槇尾山平等心王院（西明寺）
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宋
の
元
粹（
生
没
年
不
詳
）に
よ
る『
天

台
四
教
儀
備
釈
』
は
、
天
台
教
学（

９
）の

大
綱

を
解
説
す
る
『
天
台
四
教
儀
』
の
代
表
的

な
注
釈
書
で
、『
天
台
四
教
儀
集し

っ
ち
ゅ
う
註
』、『
天

台
四
教
儀
集し

ゅ
う
げ解
』
と
並
ん
で
中
国
天
台
教

学
に
お
け
る
三
大
注
釈
書
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

本
書
は
そ
の
古
活
字
版
で
、
正
保
３

（
１
６
４
６
）
年
に
京
都
寺
町
三
条
の
庄

右
衛
門
と
い
う
書
肆
（
本
屋
）
よ
り
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
古
活
字
版
で
は
あ
り
ま
す

が
、
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
図
は
整
版
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
特
徴

も
あ
り
ま
す
。
国
内
で
は
他
に
叡
山
文
庫

と
石い

し
か
わ
た
け
よ
し

川
武
美
記
念
図
書
館
成せ
い

簣き

堂ど
う

文
庫
が

所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
欠
損
し
た
文

字
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
同
版
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
書
を
刊
行
し
た
書
肆
は
、
同

じ
正
保
３
年
に
整
版
の
『
天
台
四
教
儀
集

解
抄
』
も
出
版
し
て
い
ま
す

（
１
０
）。
古
活
字
版

は
商
業
出
版
を
行
う
町
方
の
書
肆
に
よ
る

出
版
が
盛
ん
に
な
る
に
従
い
、
徐
々
に
整

版
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
同
時
期
に
同
じ
書
肆
が
古
活
字
本
と

整
版
本
を
並
行
し
て
出
版
し
て
い
た
こ
と

は
当
時
の
出
版
事
情
を
考
察
す
る
上
で
興

味
深
い
こ
と
で
す
。

天
てんだい

台四
し

教
きょう

儀
ぎ

備
び

釋
しゃく

 2 卷
< 請求記号　WA8-20>

( 宋 ) 元粹 述　 [ 京都 ]　庄右衛門　正保 3 [1646]
2 册　大きさ27.8 × 18.5cm

古活字版　巻末書名 : 天台備釋　版心書名・外題 ( 打付書 )・小口書 : 備釋　刊記に「正
保三年七月吉日/ 寺町三条上町　庄右衛門」とあり　無辺無界　毎半葉 10 行　毎行 20
字　上下花魚尾　白口　版心「備釋上 ( 下 )　( 丁付 )」　整版による図を含む　綫装　五
針眼訂法　栗皮色表紙 ( 押八双あり)　題簽なし　2 冊とも巻頭に「智舜」( 墨で塗消 )、
巻末に「義覚」( 第 1 冊 )・「主義覚日□」( 第 2 冊 )、後ろ見返しに「慶安二年七月廿九日」
( 続く数行は墨で塗消 ) の墨書あり　印記 : 花林什物

9 　  天台宗の教理の研究を行う学問。
10 　岡雅彦ほか『江戸時代初期出版年表　天正19年～明暦4年』勉誠出版, 2011＜当館請求記号UP3-J34＞による。

整版整版

第2冊21丁表。 図は整版によって作成さ第2冊21丁表。 図は整版によって作成さ
れている。れている。

第2冊巻末。刊記と一部欠損字。第2冊巻末。刊記と一部欠損字。

第１冊巻頭第１冊巻頭

第1冊22丁裏。 本文中の誤植と思しき箇所に上から紙を貼第1冊22丁裏。 本文中の誤植と思しき箇所に上から紙を貼
って修正したもの。成簣堂文庫本にも同様の修正がある。って修正したもの。成簣堂文庫本にも同様の修正がある。
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『
て
ん
ぐ
の
だ
い
り
』
は
、
延
宝
５

（
１
６
７
７
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
絵え

入い
り

細さ
い

字じ

浄
瑠
璃
本
で
す
。
関
東
大
震
災
で
焼

失
し
た
伝
本
に
「
源
氏
／
十
二
／
だ
ん

／
天
狗
内
裏
／
宇
治
嘉
太
夫
直
之
正
本
」

と
刷
ら
れ
た
題
簽
が
確
認（

１
１
）さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
古
浄
瑠
璃

（
１
２
）
太
夫
・
宇う

じ治
加か

賀が
の
じ
ょ
う
掾
（
寛
永
12
（
１
６
３
５
）
～
正
徳

元
（
１
７
１
１
））
の
正

し
ょ
う

本ほ
ん

と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す

（
１
３
）。
作
者
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
修
行
時
代
の
近
松
門
左
衛
門
（
承
応

２
（
１
６
５
３
）
～
享
保
９
（
１
７
２
４
））

は
加
賀
掾
の
た
め
に
無
署
名
で
作
品
を
書

い
て
い
た
こ
と
、
近
松
の
作
品
で
あ
る

『
十
二
段
』
と
詞
章
が
相
当
箇
所
一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
近
松
が
関
わ
っ
た
最
初
期

の
作
品
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
確
認
で
き
る
伝
本
は
、
東
京
大
学

国
文
学
研
究
室
所
蔵
の
一
本
と
当
館
本
の

み
で
す
。
両
本
は
同
版
で
す
が
、
東
京
大

学
所
蔵
本
の
刊
記
が
「
鶴
屋
喜
右
衛
門
板

行
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
当
館
本
の
刊
記

は
「
鶴
屋
」
の
文
字
を
削
っ
た
「
喜
右
衛

門
板
行
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
館
本

は
「
鶴
字
法
度（

１
４
）」
が
発
せ
ら
れ
た
貞
享
５

（
１
６
８
８
）
年
以
降
の
後
刷
り
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
浄
瑠
璃
本
の
後
刷
り

の
時
期
が
判
明
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、

興
味
深
い
資
料
と
い
え
ま
す
。

てんぐのだいり 
< 請求記号　WB2-13>

喜右衛門　[ 元禄・宝永年間 ]
1 冊　大きさ22.0 × 15.6cm

版心書名 : 天く( 第 1、11、13 14 丁 )、てんぐ( 第 2 丁 )、てんく( 第 3-5、
7-10、12、15 丁 )、天 [ □ ]( 第 6 丁　陰刻 )　延宝 5 年鶴屋喜右衛門版の
後印　刊記に「延寶五年巳七月吉日 喜右衛門板行」とあり　一部筆彩　
挿絵 6 図　袋綴じ　四つ目綴じ　四周単辺　上下黒魚尾　黒口　毎半葉
17 行　毎行 35 字内外　漢字平仮名交じり　節付けあり　版心下方に丁
付け( 一～十五 )あり　表表紙 : 黒色　裏表紙 : 栗皮色　1 丁表に「手習
本」の墨書あり　小山源治旧蔵　

   巻頭   巻頭

2丁裏～3丁表。源氏再興を目指す義経への加勢を誓う天狗たち。2丁裏～3丁表。源氏再興を目指す義経への加勢を誓う天狗たち。

（左）当館本の刊記部分（左）当館本の刊記部分
「靍屋」の文字が削られている。「靍屋」の文字が削られている。

（右）東京大学国文学研究室所蔵本の刊記部分（右）東京大学国文学研究室所蔵本の刊記部分
国文学研究資料館「国書データベース」国文学研究資料館「国書データベース」
https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100018429/18?ln=jahttps://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100018429/18?ln=ja

11　若月保治『古浄瑠璃の新研究　延宝・享保編』新月社 , 1939　https://dl.ndl.go.jp/pid/1685258 
12　竹本義太夫と近松門左衛門の提携による新しい浄瑠璃に対して、それ以前の浄瑠璃の総称。
13　浄瑠璃太夫使用の原本を正確に写した本。
14　５代将軍徳川綱吉が娘鶴姫の名である「鶴」の字の使用を禁じた触。貞享５年と元禄３（1690）年の２回発せられたとされる。
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『
花
鳥
絵
づ
く
し
』
は
、
浮
世
絵
の
確

立
者
と
し
て
知
ら
れ
る
菱
川
師
宣
（
生
年

不
詳
～
元
禄
７
（
１
６
９
４
））
が
四
季

折
々
の
花
や
草
木
、
鳥
や
虫
を
描
い
た
花

鳥
絵
本
で
す
。
各
丁
の
下
部
４
分
の
３
に

花
や
鳥
の
絵
が
大
き
く
描
か
れ
、
上
部
４

分
の
１
に
、
下
部
で
描
か
れ
た
花
の
咲
く

時
期
や
そ
の
色
、
鳥
の
外
見
の
特
徴
や
生

態
な
ど
が
平
易
な
言
葉
で
記
さ
れ
て
い
ま

す
。『
花
鳥
絵
づ
く
し
』
は
、
菱
川
師
宣

の
唯
一
の
花
鳥
絵
本
で
あ
り
、
全
編
で
花

鳥
を
扱
っ
た
浮
世
絵
版
画
の
先
駆
的
な
作

品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
天
和
３
（
１
６
８
３
）
年
５

月
に
鱗

う
ろ
こ

形が
た

屋や

と
い
う
江
戸
の
有
力
な
出
版

元
か
ら
刊
行
さ
れ
た
初
版
本
で
す
。
刊
記

に
は
「
畫
師
菱
川
真
跡
」
と
い
う
署
名
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
特
殊
な
署
名
で
、

菱
川
師
宣
の
版
本
と
し
て
は
他
に
天
和
4

年
刊
行
の
『
当と

う

世せ
い

早そ
う

流り
ゅ
う

雛ひ
い
な

形が
た

』（
１
５
）

 

で
の
み

使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
他
機
関
で
所
蔵
が
確
認
で
き
る

の
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
み
で

す（
１
６
）。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
は
、
名
古

屋
の
貸
本
屋
で
あ
る
大
野
屋
惣
八
の
旧
蔵

本
で
、
一
部
の
鳥
の
絵
が
切
り
取
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
館
本
は
現
在
確
認
で
き
る
範

囲
で
は
国
内
で
唯
一
す
べ
て
の
図
を
収
め

て
い
る
伝
本
で
す
。

3丁裏～4丁表。孔雀の図。上段の解説では、孔雀についてその名を知らないということはないほどの名鳥3丁裏～4丁表。孔雀の図。上段の解説では、孔雀についてその名を知らないということはないほどの名鳥
で他の鳥よりも優れていると紹介されている。で他の鳥よりも優れていると紹介されている。

花鳥絵づくし
< 請求記号　WB36-10>

菱川 [ 師宣 ] [ 画 ]　[ 江戸 ]　鱗形屋　天和 3 [1683]
1 冊　大きさ27.0 × 18.5cm

書名は序による　版心書名 : 花鳥盡　題簽書名は上部が欠け「つくし」
の部分のみ　刊記に「天和三年五月吉日 畫師菱川真跡 / 大傳馬三町
目/ 鱗形屋開板」とあり　四周単辺　無界　匡郭内 22.4 × 16.6cm( 上
欄 : 縦 5.0cm　下欄 : 縦 17.4cm)　版心「花鳥盡　一 ( ～廾一 )」　袋綴
じ　五つ目綴じ　黄土色無地表紙　表紙中央に題簽 ( 上部破損 )　印
記 : 町田藏書

巻頭巻頭
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16丁裏～17丁表。右側にはカキツバタとシギ、左側にはツタカズラとヒヨドリが描かれている。上段の解16丁裏～17丁表。右側にはカキツバタとシギ、左側にはツタカズラとヒヨドリが描かれている。上段の解
説では、カキツバタが『伊勢物語』に登場することなどが紹介されている。説では、カキツバタが『伊勢物語』に登場することなどが紹介されている。

15　  ＜当館請求記号　本別 7-25 ＞
16 　国外では、フランス国立図書館と、ハーバード大学フォッグ美術館で所蔵。

1丁裏～2丁表。鳳凰、桐の図。上段の解説では、鳳凰について昔から言い伝えはあるが見たことがある者は1丁裏～2丁表。鳳凰、桐の図。上段の解説では、鳳凰について昔から言い伝えはあるが見たことがある者は
おらず、天竺に住む鳥であると紹介されている。おらず、天竺に住む鳥であると紹介されている。
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『
四
方
之
巴
流
』
は
、
新
春
を
祝
う
狂

歌
を
集
め
た
歳さ

い
た
ん旦
狂
歌
集
で
す
。
編
者
の

鹿し
か

都つ

部べ

真ま

顔が
お

（
宝
暦
３
（
１
７
５
３
）
～

文
政
12
（
１
８
２
９
））
は
江
戸
時
代
後

期
の
狂
歌
界
の
中
心
人
物
の
一
人
で
、
寛

政
７
（
１
７
９
５
）
年
に
『
四
方
の
巴
流
』

と
い
う
豪
華
な
歳
旦
狂
歌
集
を
版
元
蔦つ

た

屋や

重じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

（
初
代　

寛
延
３
（
１
７
５
０
）

～
寛
政
９
（
１
７
９
７
））
よ
り
刊
行
し

ま
し
た
。
本
書
は
そ
れ
に
続
い
て
編
纂
さ

れ
た
同
名
の
狂
歌
集
で
、
当
館
本
に
は
各

地
の
狂
歌
連
（
グ
ル
ー
プ
）
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
約
３
８
０
首
の
狂
歌
に
「
七
福
神
に

鶴
」（
絵
師
８
名
の
寄
書
き
）・「
遊
女
と

侍
」（
山
東
京
伝
）・「
正
月
の
諏
訪
湖
氷

こ
お
り

渡わ
た
り」（
鍬く
わ

形が
た

蕙け
い

斎さ
い

）
の
挿
絵
３
図
が
収
め

ら
れ
ま
す
。

　

本
書
の
伝
本
は
当
館
の
ほ
か
チ
ェ
ス

タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
、
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
、
中
央
大
学
に
所
蔵
が
確
認
で
き
ま

す
が

（
１
７
）、
版
面
の
状
態
か
ら
当
館
本
の
刷
り

が
最
も
早
い
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
当
館
本
の
題
簽
を
よ
く
見
る
と

「
四
方
之
巴
流　

天
」
と
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。「
天
」
と
い
う
こ
と
は
「
地
」

に
当
た
る
も
の
が
他
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
本
書
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
、
さ

ら
な
る
調
査
・
研
究
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

四
よ も の は る

方之巴流
< 請求記号　WB36-11>

四方歌垣主人 [ 編 ]　[ 寛政年間 ]
1 帖　大きさ21.0 × 15.5cm

書名は題簽による　見開き34 面のうち彩色刷挿絵 3 面　本文 : 無辺無界 (1
面 28 行 )　挿絵 : 四周単辺　画帖装　菊文亀甲繋ぎ表紙 ( 原装　表 : 縹色　
裏 : 鳥の子色 )　表紙左肩に原題簽「四方之巴流 天」(白色布目地に金色の
単辺 )を貼付　中山楽童子安里黒主序、一日葊主人序、自序あり　巻末に「春
興二十首 / 狂歌堂四方真顔」とあるが 7 首のみを収める*。

* チェスター・ビーティ図書館所蔵本、ボストン美術館所蔵本も同様であ
り、伝来の過程で欠落したのではなく、このような形で出版された可能性
が高いと考えられる。

挿絵　「遊女と侍」（山東京伝）

表紙の題簽下部の拡大図
題簽の下部にうっすらと「天」
とあることが確認できる。

表紙
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　挿絵　「正月の諏訪湖氷渡」（鍬形蕙斎）

※ボストン美術館所蔵本については小林ふみ子氏のご教示によります。※ボストン美術館所蔵本については小林ふみ子氏のご教示によります。

17　 中央大学所蔵本は欠あり。いずれの伝本にも刊記はないが、チェスター・ビーティ図書館所蔵本に基づき、寛政 8 年刊（楢崎宗重 編著・
監修『秘蔵浮世絵大観　別巻』講談社 , 1990 <YP14-1241> 等）と推定されている。挿絵は伝本により異同があり、また当館本は以下
の点がチェスター・ビーティ図書館所蔵本・ボストン美術館所蔵本と相違する（中央大学所蔵本は当該箇所を欠く）。

当館本 チェスター・ビーティ図書館所蔵本・ボストン美術館所蔵本

第9面
13名13首。
11～13名目の記載「同島田　水口茂原」「同　田澤定也」「同水

久保　水窪田丸」。

14名14首。

14名目に「相州鞠子連　油喜代住　熊谷の土手の柳の・・・」あり。

11～13名目の記載「水口茂原」「田澤定也」「水窪田丸」。

第20面 6名目小田犢の狂歌「若草のむすふ斗に・・・」 6名目小田犢の狂歌「ひさこ形なる初空を・・・」

チェスター・ビーティ図書館所蔵本　第20面

6人目小田犢の狂歌の部分が異なっており、その左側「古根乎氣良」の「根」最終画のはらい、「氣」第４画のはね、「良」最終画のはらいがチェスター・
ビーティ図書館所蔵本では一部欠けていることがわかる。これは当館本を刷った後、埋め木で狂歌の差し替えを行った際に字画の一部が削られた
ためと考えられる（ボストン美術館所蔵本はチェスター・ビーティ図書館所蔵本と同じ）。

※チェスター・ビーティ図書館所蔵本は Chester Beatty Online Collections (cbl.ie)  （https://viewer.cbl.ie/viewer/image/J_1655/20/）からクリエイティ
ブ・コモンズ・ライセンス（表示 4.0 国際）のもとに掲載（https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/）。

当館本　第20面

17 国立国会図書館月報 759/760号 2024.7/8
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ウェールズ国立図書館と
　　　　　ヘイ・オン・ワイ ブック・フェスティバル 

松永　しのぶ

は
じ
め
に

イ
ギ
リ
ス
は
、
正
式
名
称
を
グ
レ
ー
ト

ブ
リ
テ
ン
及
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王

国
と
い
い
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル

ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
そ
し
て
北
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
の
４
つ
の
「
国
」
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
国
」
は
独
自

の
文
化
と
言
葉
を
持
っ
て
い
ま
す
。

筆
者
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
ア
ベ
リ
ス
ト

ウ
ィ
ス
大
学
に
、
電
子
情
報
の
長
期
保
存

に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
に
２
０
２
２
年
９
月

か
ら
２
０
２
３
年
８
月
ま
で
長
期
在
外
研

究
員
制
度
を
利
用
し
て
留
学
し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
際
に
訪
問
し
た
ウ
ェ
ー

ル
ズ
国
立
図
書
館
（National Library of 

W
ales

、
以
下
Ｎ
Ｌ
Ｗ
）
と
「
本
の
聖
地
」

ヘ
イ
・
オ
ン
・
ワ
イ
の
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

イング
ランド

スコットランド

ウェールズ

北アイル
ランド

アベリストウィス

ヘイ・オン・ワイ

カーディフ

（左）ウェールズ国立図書館のメインエントランス。（右）ヘイ・オン・ワイの街中にあるミステリ専門の古書店。
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Ｎ
Ｌ
Ｗ
と
そ
の
成
り
立
ち

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語

ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語

と
英
語
が
公
用
語
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
は
ケ
ル
ト
語
由
来
で
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
て
記
述
し
ま
す
。

看
板
な
ど
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
と
英
語
の

二
言
語
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
街
中
で

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
会
話
を
耳
に
す
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
が
公
用
語

の
立
ち
位
置
を
確
立
し
た
の
は
１
９
９
３

年
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
法
の
制
定
か
ら
で
あ

り
、
そ
こ
ま
で
昔
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
は
、
１
５
３
６
年
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
よ
る
統
合
で
英
語
が
公

用
語
と
な
っ
た
こ
と
で
英
語
と
比
べ
て
一

段
下
の
言
語
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
18
世
紀
か
ら
の
産
業
革
命
期
に

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
な
ど
か
ら
労
働
者
が
流
入

し
て
英
語
話
者
が
増
え
た
こ
と
、
19
世
紀

中
ご
ろ
に
は
学
校
教
育
で
の
使
用
が
禁
止

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
話
者
が
減
少

し
て
い
き
、
絶
滅
が
懸
念
さ
れ
た
時
期
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
文
化
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
復
興
運
動
が

19
世
紀
後
半
か
ら
始
ま
り
、
１
９
３
９
年

に
ア
ベ
リ
ス
ト
ウ
ィ
ス
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語

で
教
育
す
る
小
学
校
が
設
立
、
１
９
６
７

年
に
は
法
的
手
続
き
に
お
け
る
ウ
ェ
ー
ル

ズ
語
の
使
用
を
認
め
た
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語

法
」
が
制
定
、
１
９
８
８
年
に
ウ
ェ
ー
ル

ズ
語
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
ウ
ェ
ー
ル

ズ
国
務
長
官
に
助
言
を
行
う
諮
問
委
員
会

で
あ
る
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
委
員
会
」
が
発

足
、
そ
し
て
１
９
９
３
年
の
公
共
部
門
で

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
を
英
語
と
同
等
に
扱
う
と

し
た
、
つ
ま
り
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
を
公
用
語

扱
い
と
す
る
「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
法
」
が
制

定
さ
れ
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
国
立
図
書
館
の
成
立

Ｎ
Ｌ
Ｗ
の
成
立
も
、
こ
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ

文
化
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
復
興
運
動
の
流
れ

の
上
に
あ
り
ま
す
。

ウ
ェ
ー
ル
ズ
初
の
大
学
と
し
て
ア
ベ

リ
ス
ト
ウ
ィ
ス
大
学
が
１
８
５
２
年
に
創

設
さ
れ
、
１
８
７
３
年
か
ら
は
同
大
学
を

中
心
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
資
料
を
収
集
す

る
活
動
が
は
じ
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
図
書
館
を
設
立
し
よ
う
と

い
う
動
き
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
の
運

動
は
１
９
０
５
年
に
実
を
結
び
、
医
師
で

本
の
収
集
家
で
あ
っ
た
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（Sir John W

illiam
s

）
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
設
立
が
決
定
、

１
９
１
１
年
に
は
納
本
図
書
館
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
設
立
過
程
を
経
て
い

る
た
め
、
Ｎ
Ｌ
Ｗ
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
た
め

に
記
憶
と
文
化
を
保
存
し
、
伝
承
し
て
い

く
こ
と
を
使
命
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｌ
Ｗ
の
利
用
に
つ
い
て

Ｎ
Ｌ
Ｗ
は
カ
ン
ブ
リ
ア
線
ア
ベ
リ
ス
ト

二言語で表記された標識。黄色い水仙（写真左下）はウェールズを象徴する花。

　ウェールズ語は語順が日本語とも英語とも異なります。
例えば「ウェールズ 国 立 図 書 館 」 の 表 記 は Llyfrgell 
Genedlaethol Cymru です。これは Llyfrgell ＝図書館・
Genedlaethol＝国 立・ Cymru＝ウェールズで、 後ろか
ら語を修飾していることがわかります。この他にも、Mae 
llyfr hardd gyda fi.（英語に置き換えると、Is・a book・
beautiful・with・me でしょうか。日本語訳は「私はきれい
な本を持っています。」になります。）というように、動詞が文
頭に来るという特徴もあります。
　NLW の職員同士のやり取りはウェールズ語が主に使われ
ていますので、館内では「Bore da( おはよう)」「Diolch（あ
りがとう）」という言葉を聞くことができます。初めてNLWに行っ
た際、職員同士の会話が全く聞き取れずに非常に焦りました
が、ウェールズ語だったためでした。もちろん、利用にあたっ
ては英語で問題ありません。

ウェールズ語 

NLWのメインエントランス付近に設置
されている二言語表記の看板
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Travelwriting
on

worldlibraries★Travel

writ
in

g
on

wo
rld

libraries★

壁面の素材が異なり、増築の様子がうかがえる。

ウ
ィ
ス
駅
か
ら
小
高
い
丘
を
登
り
徒
歩
で

約
15
分
、
バ
ス
で
約
５
分
程
度
の
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
近
く
に
は
ア
ベ
リ
ス

ト
ウ
ィ
ス
大
学
ペ
ン
グ
レ
イ
ス
キ
ャ
ン
パ

ス
が
あ
り
ま
す
。
丘
の
中
腹
に
あ
る
た
め

非
常
に
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
テ
ラ
ス
か
ら

は
街
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
図

書
館
の
常
で
す
が
、
書
庫
を
拡
張
す
る
た

め
に
三
度
の
増
築
が
さ
れ
て
お
り
、
壁
面

の
素
材
が
違
う
建
物
が
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
そ
の
様
子
が
う
か
が
え
ま

す
。Ｎ

Ｌ
Ｗ
の
資
料
を
利
用
す
る
に
は
利

用
者
登
録
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
メ

イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
受
付
で
必
要
事
項

を
端
末
に
入
力
し
、
住
所
を
証
明
す
る
書

類
を
提
示
す
る
と
、
職
員
が
そ
の
場
で
顔

写
真
を
撮
影
し
て
く
れ
ま
す
。
確
認
手
続

き
が
済
む
と
、
す
ぐ
に
写
真
入
り
の
登
録

カ
ー
ド
を
発
行
し
て
く
れ
ま
す
。
ア
ベ
リ

ス
ト
ウ
ィ
ス
は
海
沿
い
に
あ
る
た
め
風
が

強
い
日
が
多
く
、
よ
く
雨
も
降
る
の
で
、

油
断
を
す
る
と
ひ
ど
い
写
真
に
な
り
ま
す

（
筆
者
の
実
話
）。
登
録
カ
ー
ド
の
作
成
時

に
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
入
る
と
、

一
階
に
は
カ
フ
ェ
と
シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
と
展
示
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

シ
ョ
ッ
プ
の
前
を
通
っ
て
展
示
室
を
抜
け

る
と
、
閲
覧
室
の
あ
る
二
階
に
上
る
階
段

が
現
れ
ま
す
。
階
段
を
上
る
と
ま
ず
ロ
ッ

メイン
エントランス

ショップ

カフェ

展示室

ロッカー
スペース

王立委員会
アーカイブ

閲覧室

放送番組
アーカイブ

ギャラリー

1階

２階

3階

キッズ
スペース

テラス

階段

階段

階段

講堂

カウンター

閲覧室
（吹き抜け）

メイン
エントランス

ショップ

カフェ

展示室

ロッカー
スペース

王立委員会
アーカイブ

閲覧室

放送番組
アーカイブ

ギャラリー

1階

２階

3階

キッズ
スペース

テラス

階段

階段

階段

講堂

カウンター

閲覧室
（吹き抜け）

NLW 館内平面図（主な利用者スペース）。本図の左側が北。

メイン
エントランス

ショップ

カフェ

展示室

ロッカー
スペース

王立委員会
アーカイブ

閲覧室

放送番組
アーカイブ

ギャラリー

1階

２階

3階

キッズ
スペース

テラス

階段

階段

階段

講堂

カウンター

閲覧室
（吹き抜け）
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カ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
閲
覧
室
に

は
筆
記
具
や
ノ
ー
ト
、
Ｐ
Ｃ
と
貴
重
品
し

か
持
ち
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
き

な
荷
物
は
こ
こ
で
預
け
ま
す
。

ロ
ッ
カ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
出
て
、
廊
下
を

左
側
に
進
む
と
同
じ
建
物
内
に
あ
る
王
立

委
員
会
ア
ー
カ
イ
ブ
（Royal Com

m
ission 

Archive

）
の
部
屋
が
見
え
ま
す
。
こ
こ
で

は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
考
古
学
、
建
築
学
、
海

洋
遺
産
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
進
す
る
た

め
の
、
地
図
、
写
真
、
報
告
書
な
ど
の
資

料
が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
著
作
権
保
護

期
間
が
満
了
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
一
部
資
料
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
あ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グ
「Coflein

」
を
通

じ
て
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

王
立
委
員
会
ア
ー
カ
イ
ブ
の
前
を
抜

け
、
利
用
者
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
て
ゲ
ー

ト
を
く
ぐ
る
と
、
吹
き
抜
け
の
空
間
が

閲
覧
室
で
す
。
建
物
の
北
側
に
あ
り
、
長

さ
１
７
５
フ
ィ
ー
ト
、
幅
47
フ
ィ
ー
ト
、

高
さ
33
フ
ィ
ー
ト
で
す
。
閲
覧
室
の
中

央
、
ゲ
ー
ト
の
す
ぐ
横
に
は
円
形
の
カ
ウ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
を
中

心
に
東
西
に
閲
覧
席
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
閲
覧
席
を
囲
む
よ
う
に
書
架
が
あ
り

ま
す
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
以
外
は

書
庫
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
書
籍
を

閲
覧
す
る
た
め
に
は
備
え
付
け
の
端
末
か

ら
申
し
込
み
を
行
い
ま
す
。
こ
の
端
末
か

ら
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
資
料
や
ウ
ェ

閲覧室。写真中央の円形の部分がカウ
ンターで、写真の左側から入室する。
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ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
し
込
み
を
し
た
資
料
は
ス
タ
ッ
フ
が

書
庫
か
ら
カ
ウ
ン
タ
ー
に
運
ん
で
き
て
く

れ
、
登
録
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｄ
で
呼
ん
で
く
れ

ま
す
。
資
料
は
館
内
閲
覧
限
定
で
す
。
皮

装
丁
の
書
籍
の
よ
う
な
古
い
資
料
や
エ

フ
ェ
メ
ラ
を
読
ん
で
い
る
利
用
者
が
多

く
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
い
つ
も
ス
タ
ッ
フ

が
資
料
の
取
り
扱
い
方
法
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｌ
Ｗ
の
所
蔵
資
料
に
は
、
政
治

家
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
（David Lloyd 

George

）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
ウ
ェ
ー

ル
ズ
語
で
印
刷
さ
れ
た
最
初
の
本
で
あ
る

「Yny lhyvyr hwnn

」（
１
５
４
６
年
）
な

ど
、
６
０
０
万
点
の
書
籍
や
新
聞
、
羊
皮

紙
本
４
万
点
、
１
５
０
万
点
の
地
図
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
に
関
す

る
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
約

７
０
０
万
ア
イ
テ
ム
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

て
い
る
他
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
地
図
や
写

真
と
現
在
の
オ
ン
ラ
イ
ン
地
図
と
の
マ
ッ

ピ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
電
子
情
報
の

長
期
保
存
に
関
す
る
活
動
で
は
デ
ジ
タ

ル
保
存
連
合
の
賞
（Digital Preservation 

Awards

）
も
同
館
は
受
賞
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
室
の
反
対
側
の
南
側
奥
に
は
、
放

送
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
（W

ales Broadcast 
Archive

）
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ェ
ー
ル

ズ
語
の
復
興
運
動
と
放
送
メ
デ
ィ
ア
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま

す
。
１
９
５
８
年
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
に
よ

る
テ
レ
ビ
放
送
を
求
め
る
要
請
が
な
さ

れ
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
専
門
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ

オ
・
カ
ム
リ
（BBC Radio Cym

ru

）
が

１
９
７
７
年
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
専
門
の

テ
レ
ビ
放
送
局
Ｓ
４
Ｃ
（Sianel Pedwar 

Cym
ru)

が
１
９
８
２
年
に
開
局
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
放
送
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の

人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
醸
成
に
大

き
な
役
目
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
関
す
る
Ｂ
Ｂ
Ｃ
や
Ｓ
４
Ｃ

の
放
送
番
組
や
放
送
に
関
す
る
資
料
が

ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
文
化
を
伝
え
る
も
の
と
し

て
Ｎ
Ｌ
Ｗ
に
寄
贈
さ
れ
、
Ｎ
Ｌ
Ｗ
が
カ
タ

ロ
グ
を
作
成
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
放
送
番
組
ア
ー

カ
イ
ブ
で
す
。
資
料
は
放
送
番
組
ア
ー
カ

イ
ブ
室
内
の
端
末
か
ら
自
由
に
視
聴
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
各
地
に
あ
る

図
書
館
や
文
書
館
か
ら
も
放
送
番
組
ア
ー

カ
イ
ブ
資
料
を
利
用
で
き
る
体
制
を
順
次

整
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

更
に
階
段
を
上
る
と
、
最
上
階
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
（Gregynog Gallery

）
と
な
っ
て

お
り
、
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
基
に
し
た

展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

で
は
厳
か
な
建
物
と
き
れ
い
な
景
色
を
背

景
に
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
と

か
。

（右）NLW の２階に位置する放送番組アーカイブの入口。（左）放送番組アーカイブ内のパネル。
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ヘ
イ
・
オ
ン
・
ワ
イ
と
ブ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ヘ
イ
・
オ
ン
・
ワ
イ
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
境
界
に
あ
る
街
で
、「
本

の
聖
地
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

街
の
出
身
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を

卒
業
し
た
、自
称「
本
の
王
」リ
チ
ャ
ー
ド・

ブ
ー
ス
（Richard Booth

）
が
１
９
６
０

年
代
に
街
の
建
物
を
買
い
取
っ
て
古
書

店
を
開
店
し
て
以
降
、
多
く
の
古
書
店
が

こ
の
街
に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
き
ま
し
た
。

１
９
８
８
年
か
ら
は
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
の
本
の
聖
地
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
す

る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ヘ
イ
・
オ
ン
・
ワ
イ
の
街
の
中
に
は
現

在
、
約
30
軒
の
古
書
店
・
本
屋
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、
通
り
を
歩
く
と
数
軒
ご

と
に
古
書
店
や
本
屋
が
現
れ
ま
す
。
古
書

店
・
本
屋
の
タ
イ
プ
は
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン

ル
を
扱
う
も
の
か
ら
、
ミ
ス
テ
リ
ー
や
音

楽
、
映
画
、
児
童
書
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

専
門
に
扱
う
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

有
名
な
の
は
ブ
ー
ス
が
開
設
し
た
「
正
直

本
屋
（Honesty Bookshop

）」
で
し
ょ
う
。

ヘ
イ
城
を
買
い
取
っ
て
開
設
さ
れ
た
古
書

店
で
、
日
本
の
無
人
販
売
と
同
じ
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ヘ
イ
城
の
中
庭
に
屋

根
だ
け
が
あ
る
本
棚
が
置
か
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
古
書
が
並
べ
ら
れ
、
値
段
は
す
べ

て
１
ポ
ン
ド
で
、
お
客
さ
ん
は
横
の
ポ
ス

ト
に
お
金
を
入
れ
る
形
式
と
な
っ
て
い
ま

す
。「
正
直
本
屋
」
と
は
言
い
え
て
妙
だ

と
思
い
ま
し
た
。

ヘ
イ
・
オ
ン
・
ワ
イ
の
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
例
年
５
月
末
か
ら
６
月
上

旬
に
10
日
ほ
ど
連
続
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
以
前
は
ヘ
イ
城
や
街
の
中
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
規
模
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
街
の
中
心
か
ら
10
～

15
分
程
度
歩
い
た
野
原
に
会
場
を
移
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
で
は
プ
レ
ハ
ブ

や
テ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
出
版
社
や
本
屋

の
ブ
ー
ス
は
当
然
の
こ
と
、
飲
食
店
や
お

土
産
物
屋
も
あ
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
開
催
中
は
、
こ
の
プ
レ
ハ
ブ
や
テ
ン

ト
で
作
家
や
出
版
社
、
放
送
局
に
よ
る

ト
ー
ク
、
対
談
、
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
ヨ
ガ
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
、
毎
日
50

近
く
開
催
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

訪
れ
た
日
は
一
番
大
き
な
プ
レ
ハ
ブ
で
サ

イ
ン
会
が
行
わ
れ
て
お
り
、
入
り
口
か
ら

は
み
出
て
長
蛇
の
列
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。ヘ

イ
・
オ
ン
・
ワ
イ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
あ
る
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
駅
か
ら
バ
ス
で

牛
や
羊
を
横
目
に
野
原
の
中
を
抜
け
て
１

時
間
近
く
か
け
て
や
っ
と
着
く
よ
う
な
場

所
で
す
。
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
に
収
ま

る
よ
う
な
小
さ
な
街
で
、
15
分
も
歩
け
ば

端
か
ら
端
ま
で
行
け
て
し
ま
う
上
、
街
の

外
は
国
立
公
園
で
す
。
同
じ
古
書
店
街
で

あ
る
神
田
神
保
町
が
東
京
と
い
う
大
都
市

の
中
に
位
置
す
る
の
に
対
し
、
ヘ
イ
・
オ

（右）ヘイ城の壁にあるリチャード・ブースのレリーフ。（左）正直本屋（Honesty Bookshop）。
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ン
・
ワ
イ
は
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か

な
街
で
す
。
翻
っ
て
い
う
と
、
こ
の
街
に

わ
ざ
わ
ざ
来
る
理
由
は
「
本
」
以
外
は
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
す
。
筆
者
が
訪
問
し
た

日
は
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
中

の
５
月
28
日
で
し
た
が
、
こ
の
小
さ
な
街

は
多
く
の
人
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
（
近

く
の
宿
泊
施
設
は
す
べ
て
満
杯
で
泊
ま

り
は
あ
き
ら
め
ま
し
た
）。
本
を
目
当
て

に
こ
れ
だ
け
の
人
が
訪
れ
て
い
る
と
思
う

と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

Ｎ
Ｌ
Ｗ
と
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
図
書
と
図
書
館
は
文
化
を
伝
え

て
い
く
役
割
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の

土
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

を
体
験
し
ま
し
た
。
一
時
は
な
く
な
る
と

も
危
惧
さ
れ
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
復
興
と

そ
の
継
続
を
担
っ
た
Ｎ
Ｌ
Ｗ
で
は
、
書
籍

を
収
集
し
、
保
存
し
伝
え
て
い
く
だ
け
で

は
な
く
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
を

使
っ
た
英
語
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
の
翻
訳
事

業
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ヘ

イ
・
オ
ン
・
ワ
イ
も
古
く
か
ら
の
町
並
み

を
残
し
つ
つ
、
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
時
宜
に
か
な
っ
た
テ
ー
マ
の
イ
ベ

ン
ト
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
を
訪
問
す
る
際
に
は
、
本
を

テ
ー
マ
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
も
是
非
、
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※白地図の出典：白地図専門店　https://www.freemap.jp/free.html
※写真は全て筆者撮影

（上）ブック・フェスティバルのエントランス。
（左）「World's first book town」の文字が書かれている街中の車止め。

　この小さな商業の町ヘイ・オン・ワイの外れに位置する、おそ
ろしくぬかるんだ空き地で開かれる文学祭は、その[ 文学祭 ]中
でも群を抜いて大がかりな催しに成長した。ふたりの米国大統領、
かの有名な1963年の大列車強盗の犯人たち、はてはJ・K・
ローリングにいたるまで、さまざまな人物がこれまでゲストとして招かれ
ており、いまやはるか遠方からも客が詰めかけるようになって久しい。
アンソニー・ホロヴィッツ（山田蘭訳）『メインテーマは殺人』

　英国の作家の中ではブック・フェスティバルは有名なイベン
トのようで、例えば、日本でも賞を複数とったミステリー『メイ
ンテーマは殺人』では、作家である主人公がブック・フェスティ
バルの講演会で話しているシーンがあります（2024 年のブッ
ク・フェスティバルでは著者のホロヴィッツ自身が実際に話す
イベントがありました！）。

ブック・フェスティバルと作家
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「錦絵と写真でめぐる日本の名所」は、国立国会図書館が所蔵する錦絵
や写真などを始めとするさまざまな所蔵資料から、江戸・明治・大正
を中心とした日本の風景をお届けする電子展示会です。

全国の錦絵や古写真が見られる！
国立国会図書館が所蔵する江戸時代の錦絵や明治・大正の写真等を、スマートフォンや

PCからどなたでも無料でご覧になれます。利用者登録は必要ありません。

画像をダウンロードして利用できる！
掲載画像は全て著作権保護期間が満了しているため、国立国会図書館へ申請せずに印刷

物や映像コンテンツ等にご利用になれます。商用利用も可能です。
※詳しくは、サイト内の「ご利用について」をご確認ください。

画像や名所のコンテンツが今後も増える！ 
資料デジタル化の進展に伴い、今後も掲載する画像や紹介する名所を追加していく予定

です。最新情報は国立国会図書館の公式 SNS でも発信予定です。

「錦絵と写真でめぐる日本の名所」は国立国会図書館の電子展示会です。

スマートフォンや PCからどなたでもご覧になれます。

１

２

３
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名所にまつわる歴史を紹介するコラムも掲載しています。名所ごとのページで、その名所の錦絵や写真を閲覧できます。

名所絵のシリーズを地図上に並べた形でご覧になれます。

https://ndlsearch.ndl.go.jp/gallery/landmarks

47 都道府県、500 地点以上の名所のページに、
4,000 点以上の画像を掲載しています。

※令和 6 年 7 月 1 日現在

26国立国会図書館月報 759/760号 2024.7/8

https://ndlsearch.ndl.go.jp/gallery/landmarks


27 国立国会図書館月報 759/760号 2024.7/8

　

国
立
国
会
図
書
館
の
中
で
、唯
一
、子
ど
も
に
直
接
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
る
の
が
国
際
子

ど
も
図
書
館
児
童
サ
ー
ビ
ス
課
で
す
。
児
童
サ
ー
ビ
ス
運

営
係
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
り
し
ま
す
。
楽
し
そ
う
に
聞
こ
え
ま
す
よ

ね
？　

で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
手
強
い
ん
で
す
。

面
白
く
な
い
と
す
ぐ
に
そ
わ
そ
わ
し
始
め
、
そ
れ
を
見
る

と
こ
ち
ら
も
冷
や
汗
が
噴
き
出
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

「
面
白
い
！
」
と
思
わ
せ
る
の
は
至
難
の
業
。
子
ど
も
た

ち
の
「
面
白
い
！
」
を
引
き
出
す
た
め
に
、
我
々
は
、
子

ど
も
た
ち
に
何
を
ど
の
よ
う
に
届
け
る
か
真
剣
に
考
え
、

読
ん
だ
り
歌
っ
た
り
の
届
け
方
の
練
習
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

例
年
、
恩
賜
上
野
動
物
園
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る

「
秋
の
お
た
の
し
み
会
」
も
子
ど
も
た
ち
の
「
面
白
い
！
」

を
引
き
出
し
た
い
企
画
の
一
つ
で
す
。
特
定
の
動
物
を

テ
ー
マ
に
し
た
絵
本
と
、
飼
育
員
さ
ん
の
お
話
を
組
み
合

わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
令
和
５
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
ウ

サ
ギ
」。
我
々
は
、
ウ
サ
ギ
が
登
場
す
る
面
白
い
絵
本
を

選
ん
で
読
み
ま
し
た
。
１
冊
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
絵
本
作

家
ジ
ョ
ン
・
キ
ラ
カ
が
、
テ
ィ
ン
ガ
テ
ィ
ン
ガ*

の
ス
タ
イ

ル
で
母
国
の
昔
話
を
描
い
た
愉
快
な
絵
本
『
ご
ち
そ
う
の

木
』
で
、
知
恵
者
の
ウ
サ
ギ
が
動
物
た
ち
の
飢
餓
を
救
う

物
語
で
す
。
も
う
１
冊
は
、
薮や

ぶ
う
ち内
正ま
さ
ゆ
き幸
の
動
物
画
が
見
事

で
、
足
跡
の
絵
か
ら
次
の
ペ
ー
ジ
の
動
物
を
想
像
さ
せ
る

絵
本
『
な
に
の
あ
し
あ
と
か
な
』
を
選
び
ま
し
た
。
こ
の

本
は
、
読
む
人
の
問
い
か
け
に
、
聞
く
子
ど
も
た
ち
が
答

え
る
ク
イ
ズ
形
式
で
、楽
し
く
読
み
進
め
ら
れ
る
本
で
す
。

　

飼
育
員
さ
ん
は
、
ウ
サ
ギ
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
出
し

た
り
、頭
骨
や
毛
皮
な
ど
の
標
本
を
見
せ
た
り
し
な
が
ら
、

カ
イ
ウ
サ
ギ*

*

の
特
徴
や
生
態
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

カ
イ
ウ
サ
ギ
は
コ
ロ
コ
ロ
と
ペ
ト
ペ
ト
の
２
種
類
の
ウ
ン

チ
を
し
ま
す
。
ペ
ト
ペ
ト
の
ウ
ン
チ
に
は
大
事
な
栄
養
素

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
出
し
た
そ
ば
か
ら
自
分
で
食
べ
て

し
ま
う
の
で
、
滅
多
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
珍
し
い
ウ
ン
チ
の
お
話
も
聞
け
て
、
面
白
さ
満
載

で
し
た
が
、さ
て
、子
ど
も
た
ち
に
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
？

物
語
に
耳
を
傾
け
た
り
、ク
イ
ズ
に
元
気
よ
く
答
え
た
り
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
退
屈
し
て
い
た
り
、
子
ど
も

た
ち
の
反
応
は
様
々
で
し
た
。

　
「
面
白
い
！
」
は
「
知
り
た
い
・
読
み
た
い
・
学
び
た
い
」

の
入
口
で
す
。
面
白
く
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の

先
へ
自
分
で
進
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
、
自

分
の
意
思
で
知
り
た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
い
く
き
っ
か
け

づ
く
り
が
、
我
々
の
仕
事
か
な
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
「
面
白
い
！
」
を
日
々
、模
索
し
て
い
ま
す
。                      

　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
児
童
サ
ー
ビ
ス
課　

狐
狸
庵
婆
）

「面白い！」
を引き出す

秋のおたのしみ会の冒頭でわらべうたを歌っている様子

*���タンザニアを代表するポップアート。エドワード・サイディ・ティンガティンガ（1932-1972）が道端で絵を描いていたのを起源と����
している。
**�野生のアナウサギを原種とする家畜用の品種。



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。

28国立国会図書館月報 759/760号 2024.7/8

殿さまの1年 
盛岡藩年中行事を紐解く
もりおか歴史文化館活性化グループ 編・刊
2022.8
63p ; 30 cm
<請求記号  GD28-M74>

　

端
午
の
節
句
や
七
夕
、
十
五
夜
や
ク
リ
ス

マ
ス
な
ど
、
季
節
ご
と
に
色
々
な
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
が
あ
る
。
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
行
事
か
ら
、
比
較
的
新
し
そ
う
な

行
事
ま
で
、
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
行
事
は
私

た
ち
の
生
活
に
彩
り
を
与
え
て
い
る
。

　

本
書
は
も
り
お
か
歴
史
文
化
館
の
企
画
展

「
殿
さ
ま
の
１
年　

盛
岡
藩
年
中
行
事
を
紐

解
く
」
の
図
録
で
あ
る
。
こ
の
企
画
展
は
、

盛
岡
藩
第
13
代
藩
主
・
南
部
利と
し
た
だ済
の
時
期
に

あ
た
る
天
保
10
（
１
８
３
９
）
年
に
表
用
人

（
幕
府
や
他
大
名
と
の
渉
外
を
担
い
、
贈
答

品
に
関
わ
る
こ
と
も
職
掌
と
し
た
役
職
）
が

ま
と
め
た
と
考
え
ら
れ
る
「
年
中
行
事
（
春

夏
秋
冬
）」
を
は
じ
め
と
す
る
同
藩
の
「
年

中
行
事
書
」
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

「
年
中
行
事
書
」
と
は
地
域
や
組
織
の
中
で

毎
年
行
わ
れ
る
伝
承
的
行
事
に
つ
い
て
の
記

録
で
あ
る
。

　

図
録
の
前
半
に
は
、
墨
書
き
、
く
ず
し
た

字
、
箇
条
書
き
で
記
さ
れ
た
「
年
中
行
事

（
春
夏
秋
冬
）」
を
、
私
た
ち
が
見
慣
れ
て
い

る
見
開
き
１
か
月
、
曜
日
の
区
切
り
の
あ
る

現
代
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
の
よ
う
に
整
え
た

も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
か
ら
約

２
０
０
年
前
の
１
年
の
流
れ
を
気
軽
に
想
像

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
に
記
載
さ
れ
た
行
事
を

追
っ
て
い
く
と
、
気
付
く
こ
と
が
あ
る
。
例

え
ば
１
月
は
正
月
の
行
事
と
し
て
挨
拶
や
〇

初
（
～
ぞ
め
）、
初
〇
（
は
つ
～
）
な
ど
、

何
か
と
そ
の
年
初
め
て
の
行
事
が
続
く
。
新

し
い
年
の
最
初
の
行
事
は
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
よ
う

だ
。
対
照
的
に
12
月
は
正
月
準
備
の
予
定
が

入
る
く
ら
い
で
、
少
な
く
と
も
「
行
事
」
は

な
く
空
欄
が
多
い
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

マ
ー
カ
ー
な
ど
で
色
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に

印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
が
目
立
つ
。
私
た
ち

も
自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
で
重
要
な
行
事

や
予
定
の
色
を
変
え
た
り
、
蛍
光
マ
ー
カ
ー

を
塗
っ
た
り
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
図
録

で
色
付
け
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
が
将
軍
家
と

の
や
り
取
り
に
関
す
る
も
の
で
、
毎
月
の
よ

う
に
提
出
や
献
上
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
盛

岡
藩
で
は
１
年
の
後
半
に
献
上
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
現
在
で
も
「
お
中
元
」
や
「
お
歳

暮
」
な
ど
の
贈
答
文
化
は
続
い
て
い
る
が
、

当
時
は
よ
り
頻
繁
に
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
図
録
後
半
の
コ
ラ
ム
で
は

献
上
の
た
め
の
諸
段
階
（
担
当
者
を
決
め
る

日
、
調
達
す
る
日
な
ど
）
が
年
中
行
事
化
さ

れ
て
い
た
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
家
と

の
関
係
の
安
定
性
を
保
つ
も
の
と
し
て
の
贈

答
の
重
要
度
が
推
し
量
ら
れ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
図
録
の
後
半
に
は
江
戸
時
代

に
盛
岡
藩
内
で
作
成
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
年

中
行
事
書
の
資
料
紹
介
や
、５
本
の
コ
ラ
ム
、

年
中
行
事
の
舞
台
（
盛
岡
城
下
編
・
盛
岡
城

外
周
部
編
・
盛
岡
城
内
部
編
）
の
解
説
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
行
事

だ
っ
た
の
か
イ
メ
ー
ジ
す
る
手
助
け
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
図
録
を
手
に
、
約
２
０
０
年

前
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郷
田 

亜
弥
）
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電
子
展
示
会
「
平
成
を
彩
っ
た
絵
本
作
家
た
ち
」

電
子
展
示
会
「
平
成
を
彩
っ
た
絵
本
作
家
た
ち
」
を
３
月
６

日
に
公
開
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
に
開
催
し
た
国
際
子
ど
も

図
書
館
開
館
20
周
年
記
念
展
示
会
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
に
活
躍
し
た
日
本
の
絵
本
作
家
35
名
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

作
家
が
生
み
出
し
た
約
２
０
０
点
の
絵
本
を
紹
介
し
、
４
つ
の

特
別
コ
ー
ナ
ー
（
①
昭
和
の
名
作
絵
本
、
②
逆
輸
入
絵
本
、
③

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、
④
震
災
に
思
い
を
寄
せ

て
）
と
あ
わ
せ
て
、
平
成
と
い
う
時
代
を
振
り
返
り
ま
す
。

https://w
w

w
.kodom

o.go.jp/anv20thde/index.htm
l

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

国
際
子
ど
も
図
書
館
展
示
会 

「
絵
本
で
知
る
世
界
の
国
々
―
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
か
ら
の
お

く
り
も
の
」

Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
（
国
際
図
書
館
連
盟
）
の
「
絵
本
で
世
界
を
知
ろ

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
カ
タ
ロ
グ
第
３
版
（
２
０
２
３
年
）

の
完
成
を
記
念
し
、
世
界
42
の
国
と
地
域
の
図
書
館
員
に
よ
っ

て
選
定
さ
れ
た
、
各
国
・
地
域
の
代
表
的
な
絵
本
３
６
０
冊
を

展
示
し
ま
す
。
ご
自
由
に
直
接
手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

○
開
催
期
間　

７
月
９
日
（
火
）
～
８
月
25
日
（
日
）

※
月
曜
日
、７
月
17
日
（
水
）、８
月
11
日
（
日
・

祝
）、
８
月
21
日
（
水
）
は
休
館

○
開
催
時
間　

９
時
30
分 

～ 

17
時

○
会
場　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

レ
ン
ガ
棟
３
階 

本
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム

「
絵
本
で
世
界
を
知
ろ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
世
界
の
子
ど
も

た
ち
が
絵
本
を
通
じ
て
国
際
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
世
界
各
地
で
展
示
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
展
示
会
セ
ッ
ト
が
２
組
作
ら
れ
、
１
組
は
国
際
子
ど

も
図
書
館
に
、
も
う
１
組
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
国
際
子
ど
も
図
書
館
で
は
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
・

オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
の
図
書
館
等
に
対
し
、
貸
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
問
合
せ
先　

国
際
子
ど
も
図
書
館 

資
料
情
報
課 

展
示
係

電
話　

０
３
（
３
８
２
７
）
２
０
５
３
（
代
表
）

展 示 会「展 示 会「 絵 本 で 知 る 世 界 の 国 々 ―
IFLA からのおくりもの」ポスター」ポスター
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令
和
６
年
度
資
料
保
存
研
修

国
内
の
各
種
図
書
館
員
等
を
対
象
に
、
資
料
保
存
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、
資
料
保
存
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

９
月
26
日
（
木
）、
27
日
（
金
）

　

各
日
10
時
～
16
時
30
分
（
各
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。）

○
会
場　

東
京
本
館 

新
館
３
階
大
会
議
室

○
対
象　

国
内
の
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書
館
、
専
門
図
書
館

等
に
勤
務
す
る
方

○
内
容　

実
習
：
①
簡
易
補
修
②
無
線
綴
じ
本
を
直
す

　
　
　
　

講
義
：
図
書
館
に
お
け
る
資
料
保
存

○
持
ち
も
の　

え
ん
ぴ
つ
、
エ
プ
ロ
ン

○
定
員　

40
名
（
各
日
20
名
）

　

１
機
関
か
ら
の
お
申
込
み
は
１
名
か
つ
１
回
ま
で
と
し
、
申

込
多
数
の
場
合
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
期
間　

７
月
９
日
（
火
）
10
時
～
26
日
（
金
）
17
時

○
申
込
方
法　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
参
加

申
込
み
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム>

資
料
の
保
存>

保
存
協
力>

お
も
な
研
修
会
や
講

演
会
の
テ
ー
マ
・
記
録
等>

令
和
６
年
度
資
料
保
存
研
修

　

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/preservation/cooperation/

training_r6.htm
l

　

※
７
月
９
日
（
火
）
に
公
開
予
定
で
す
。

○
問
合
せ
先　

収
集
書
誌
部 

資
料
保
存
課

　

電
話　

０
３
（
３
５
０
６
）
５
２
１
９
（
直
通
）

　

電
子
メ
ー
ル　

hozonka@
ndl.go.jp

令
和
６
年
度
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
改
善

す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ

　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

国
立
国
会
図
書
館
に
つ

い
て>

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/aboutus/enquete/index.

htm
l

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト

国
立
国
会
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
を

対
象
と
し
た
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。

※
実
施
期
間　

６
月
３
日
（
月
）
～
10
月
31
日
（
木
）

○
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
ペ
ー
ジ

　

https://enquete.ndl.go.jp/488724/p/Bull

　

各
コ
ン
テ
ン
ツ
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

個
別
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
各
種
ア
ン

ケ
ー
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
実
施
期
間　

コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

実
施
時
に
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
及
び
コ
ン
テ
ン
ツ
、
サ
ー
ビ

ス
の
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

総
務
部
企
画
課
評
価
係

　

電
子
メ
ー
ル　

hyoka@
ndl.go.jp
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　『国立国会図書館月報』 のより良い誌面作りを目指し、 6 月 25 日 （火） から 12 月

5 日 （木） まで読者アンケートを実施しています。 皆様から寄せられましたご意見 ・ ご

感想を、 今後の企画 ・誌面作りの参考にさせていただきます。

　以下の URL、 QR コードからアクセスし、 ウェブフォームでご回答ください。 読者の皆

様のご回答をお待ちしております。

本誌の読者アンケートを実施しています本誌の読者アンケートを実施しています

アンケートURL

https://enquete.ndl.go.jp/131776?lang=ja
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